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九ちゃんクラブのスタッフとして
　私は、結婚後30年間、夫の仕事の為神奈川県で暮ら
しました。夫の転勤と同時に横浜市、秦野市と保育園の
保育士として勤め、平成12年、故郷の熊本県人吉市へ
帰ってきました。それから市内の保育園に14年勤め、
後半４年間は地域の子育て支援の担当として携わったこ
とで、退職してからは現在の主に未就園の親子が集う子
育て支援センター「ほっとステーション九ちゃんクラ
ブ」から声を掛けてもらいました。
　人吉市の人口は、約３万２千人。人吉盆地の中にあり
三代急流の一つとして知られる球磨川が流れ、自然豊か
な町です。都会の神奈川から帰ってきて一番に思ったこ
とは、水が美味しいこと、そして、新鮮な野菜の甘くて
みずみずしいことなど、感動したことを今でも覚えてい
ます。私が勤める九ちゃんクラブの子育て支援センター
は、市内の中心の九日町にあり商店街との関わりもある
ことで、「ほっとステーション九ちゃんクラブ」と当時
の利用者から名前を募集して付けられたと聞いています。
　BPとの出会いは、この九ちゃんクラブのスタッフと
してからのご縁です。人吉市は、保健センターを主催に
保健師と九ちゃんスタッフで年間４回BPの前期のプロ
グラムを行っています。九ちゃんには４人のスタッフが
いますので、順番でファシリテーターを担当しています。
今年も５月に第１回目が予定されていましたが、「新型
コロナウイルス」の感染が全国に広がり中止になりました。

変わり果てた姿に涙
　そしてあの悪夢の熊本豪雨災害となった７月４日、夜
中から、携帯電話に避難を促すエリアメールが繰り返し
届き、アラートが鳴り響きました。早朝には、市長さん
の「自分の命は自分で守ってください！すぐ、避難
を！」と切迫した防災無線・・・ただならぬ不安を感じ
ました。大雨がやむ暇もなくずっと降り続き、雷雨とな
ったり停電になったりと恐怖さえ覚えました。幸い停電
が長く続く事がなく、すぐにテレビのスイッチを入れる
と、泥水に飲まれた人吉、球磨の街並みを見てとても信
じられませんでした。我が家は高台にあり被害はほとん
どありませんでしたが、球磨川の側にある人吉市の中心
街をはじめ、大規模な範囲で水害に襲われ、多くの人や
家屋が被災しました。
　一夜明け、長時間かかって自宅から九ちゃんクラブに
たどり着きました。入り口のガラス戸は、中にあった机
が流されたことによって割れていて、その机で出入り口
が塞がれていました。なんとか男性の力を借りて中に入
ってみると、水は引いていましたが天井近くまで浸かっ

た跡があり、物が散乱して元の面影はなく、変わり果て
た姿に涙が出ました。この災害で、スタッフ二名の自宅
も被災していました。
　そうした中、BP事務局から、水害のお見舞いメール
が届いているのに気付きました。テレビをみて心配して
くださったのだと思います。御心配頂いているのを嬉し
く思いすぐ、スタッフや保健師さんにも連絡を入れました。

やります、こんな時だからこそ
　そんな慌ただしい中ではありましたが、BPの二回目
の予定が迫ってきていました。初回が８月19日である
ことを計画に入れてあり、そうなると１か月前には計画
書を事務局に提出しなければなりません。今回のファシ
リは私でした。また保健師さんは、避難所に詰めている
こともありとてもファシリをやれる状態ではなく、もし
行うとしたら、中止となった５月に担当をする予定だっ
た、同じ九ちゃんクラブスタッフの西さんとやろうと話
し合っていました。コロナ感染の心配もあるし、また大
きな水害の後でもあるし、行うか、行わないのか、まず
そこからです。早く決めなければ先に進めません。忙し
くしている主催の保健師さんとやっと連絡をとることが
でき、尋ねると「やります。こんな時だからこそやりま
しょう」との一言が返ってきました。話をしている中で、
５月もコロナの影響で中止となったことも気がかりに思
われていたように感じました。確かにこんな時期だとし
ても、変わらず赤ちゃんは生まれ、初めてお母さんにな
ったという人もいます。
　早速ファシリのパートナーの西さんがBPの事務局に
資料請求をして、計画書を提出しました。事務局からは、
体調を気遣ったメールを頂きました。西さんも自宅が被
災した一人だったために、余計心配されたのだと思いま
す。私達ファシリも、「確かにこんな時に参加人数は集
まるだろうか？」「人吉の半分は水害に遭い、買い物を
するスーパー、コンビニ、病院などほとんどが被災して
いて、利用者の多くは転勤族が多いため、他県にある実
家に里帰りしていて人吉にいないのでは？」と思い込ん
でいました。しかし二週間位して、会場の事務局に参加
人数を聞いてみると、なんと十名を越していると。本当
にこんな時期に申し込まれた方が多いとは…びっくりす
るやら、感動するやらでした。それから一週間後、BP
事務局から送られてきた「新型コロナウイルス感染拡大
防止のためのBP1プログラムの進め方と注意点」のマニ
ュアルを持って西さんとＢＰの会場となる保健センター
に出向きました。密閉、密集、密接、衛生について確認
をし、保健センターに用意してもらう物や、参加者の検
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温の件など細かく担当の方と打合せを行いました。

実家に身を寄せながらの参加
　当日の８月19日は、12時にセンターに入り早速玄関
で私自身の検温を受けました。二階の会場へ駆け上がり、
まず二人で消毒の分担。ドアノブ、参加者が座るマット、
使用する物品・備品の消毒や除菌を行いました。西さん
が参加者一人ずつ物品を分けるために、人数分のトレー
を用意し持参してくれていたので、名札、ポストイット、
ペン、バインダー、自己紹介の用紙など一式を揃えて準
備をしました。その中に保健センターが用意してくれた
ミニ除菌シ―トも一個ずつ忘れずに入れました。一番大
変だったのは、参加者が座るマットです。ジョイントマ
ットを使用し１人分は４枚を合わせた広さでしたが、隣
との距離を取りながら、全体をU字型に十人分を敷くの
は大変でした。とくに、ペア、４～５人のグループとの
話し合いの時、お互いの声が届くかどうかなどと考える
と、工夫が必要でした。しかし回数を重ねるうちに、敷
き方に慣れてきたり、参加者同士も身体の向きを変える
などそれぞれに工夫してくれました。ただ、蜜にならな
いよう、声掛けは何度もしました。
　参加者も開始時間前になると一人二人と会場に入って
きました。二人で手分けをして受け入れをしていると、
一人の参加者より自分の親が来ているため後ろにいても
いいかと相談がありました。詳しく話を聞くと、被災し、
現在は人吉から離れた場所にある実家に身を寄せている
との事。車も災害に遭ってしまったため、今日は母親の
車に乗せてもらって来たとのことでした。実家からは片
道40分かかってしまうそうで、事前にセンターに相談
し、母親の入場も許可を得て来たとのことで、すぐ、保
健センターの事務局に連絡し確認をとりました。会場の
事務局はBPの趣旨を知らず許可をしてしまったとのこ
とでした。結局、丁寧にBPの趣旨や理由を説明して付
き添いの母親については入場を断ってもらうことになり
ました。その代わり、終了時間を伝え、時間をつぶして
もらえるような近所の空いていそうなスーパーや施設を
伝えることにしました。本当に申し訳ないと思いました
が、BPの趣旨を考えると協力して頂く他なかったかな
と思いました。

暑さ、感染、台風対策に工夫
　プログラムは予定通り進みましたが、窓の開閉には特
に気を使いました。会場が広いのはいいのですが、窓を
開けると冷房が効かず、まして八月の半ばでまだまだ暑
い時期ですので暑くはないかと気になりました。センタ
ーが用意してくれた業務用の大きい扇風機が役に立ちま
した。しかし欠点は、DVDの視聴の時、風の音がうるさ
く、またプレーヤーの音を最大にすると音が割れてしま
い、聞こえづらい点もありました。それが分かると、
DVDの視聴の時だけ、扇風機を止めるなど配慮しました。
また、窓を開けると、すぐ近くで被災者を受け入れる為
の仮設住宅の工事の音も気になりました。自分の反省と

して、窓の開閉に参加者の後ろを何度も通り、気を散ら
せたのでは、という点がありました。
　ファシリも参加者もコロナ感染予防の為マスク使用と
なるため、お互いの顔が見えなかったことは残念でした。
それに加え、蜜にならないよう距離を取る為、お互いの
声が聞こえづらかったのでは、ということも感じました。
毎回パートナーが用意してくれたトレ―はとても助かり
ました。最初の準備段階で一式入れ、参加者の座るマッ
トの前に置くことで手間が省け、衛生面も守れました。
　大きな問題もなく実施できている中、三回目の時にま
た問題が起きました。台風九号の心配でした。場合によ
ると日程の変更をせざるを得ないという状況になり、
BPの事務局にその旨を連絡しました。やはり、会場と
なる保健センターが避難所となる為、結局実施はできず
延期になりました。参加者の中には乳幼児避難所へ行っ
たという方もいましたが、今回の台風の影響で最終回で
ある４回目も延期となり、その日にすでに別の予定を入
れていて参加できないという方もいて残念でした。
　参加者の一人一言では、「コロナ感染の心配、重ねて
大きな災害もあり外出する機会もなく、家に閉じこもり
の毎日だった、思い切って参加して良かった」という声
が、特に多く聞けました。本当にきっかけを提供できた
ことを良かったと強く感じました。また、「家にばかり
いると、どうしてもテレビを付ける機会も多く、講座を
受けて反省した」という声も聞こえました。「スマホに
頼りがちで子育てについて完璧な答えを求めがちだった
が、子育ては70点ぐらいでいいということに気づけた」
「悩みが自分だけではなかった」という意見もありました。

BPのつながりを生かして参加
　四回目の社会資源を紹介する際に、毎回「これをきっ
かけに是非、九ちゃんにも遊びに来て下さい」と紹介を
しており、特に月一回の「ベビーの日」の日程を伝えて
いましたが、九ちゃんクラブ自身も被災している今、な
かなか実施ができません。何とか他にも交流の場を繋げ、
広げてあげたいと西さんと話し合ったところ、以前勤め
た保育園の一か所が、独自の子育て支援センターとして
活動しているので、パンフレットを取り寄せ紹介するこ
とにしました。また、その保育園の担当者にも受け入れ
してもらうよう連絡を入れたところ、数日後、「０歳の
活動にたくさんの申し込みがあり、あまりにも多くて、
人数が超過した分は次回の予約にしてもらいました」と
報告がきました。それぞれ参加者自身で連絡し合い、参
加を希望されたのかもと嬉しく思っています。
　９月からまずは出来ることからと「おでかけ九ちゃ
ん」を被災していない公民館を借りて、月に２回ではあ
りますが親子で集まれる活動を始めたところです。これ
から、一日も早く「ほっとステーション九ちゃんクラ
ブ」を、新しい場所に再開し、お母さん方の交流の場と
して、また、赤ちゃんや子ども達が、安心してのびのび
と遊べる場を提供出来るよう、行政にもお願いしながら
スタッフ一同前を向いて頑張っていこうと思います。
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